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学士（工学），修士（工学）三田夏大君提出の学位請求論文は「銅合金条材の疲労強

度および疲労き裂進展特性に関する研究」と題し，６章から構成されている． 

 自動車の急速な電動化，自動運転の開発進展に伴い，車載電子機器に使われる銅合

金条材は，信頼性保証の観点から，その疲労特性の把握が重要となってきている．本

研究では，銅合金条材の高サイクル疲労特性および疲労き裂進展特性を明らかにし，

銅合金条材部品開発における疲労強度設計指針を確立することを目的としている． 

 第１章では，研究の背景と目的を述べ，従来の研究を概説している． 

 第２章では，銅合金条材の圧延方向，板厚の違いが及ぼす疲労強度への影響につい

て検討している．まず，日本伸銅協会技術基準に準拠した条材疲労試験機において，

高サイクル疲労試験結果の安定化，高精度化，試験時間の短縮化に取り組み，そのた

めの試験方法を提案している．さらに，提案する手法を用いて，銅合金条材の疲労試

験を行い，圧延直交方向に負荷される場合の方が，疲労寿命が長くなることを明らか

にし，破面分析からその原因について考察を加えている． 

 第３章では，銅合金条材の疲労強度に及ぼす平均応力の影響について検討している．

U 字型条材試験片を一列に並べた試験ユニットを新たに開発し，多数の疲労試験を同

時に行うことを可能にしている．そして，銅合金条材において疲労限度線は Elliptic線

で近似できることを明らかにしている． 

 第４章では，疲労き裂進展特性に及ぼす圧延方向の影響について検討している．は

じめに，薄板材における疲労き裂長さ測定手法について，種々の方法を比較検討して

いる．次に，疲労き裂進展試験を行い，き裂進展開始初期段階では，圧延方向の影響

はないが，安定き裂成長および最終破壊段階では，き裂進展方向と圧延方向が一致す

る場合に，き裂進展速度が速くなることを見出している． 

 第５章では，第４章で得られた疲労き裂進展特性の圧延方向依存性について，破面

形状を再現した３次元有限要素解析から考察し，き裂進展方向と圧延方向が一致する

場合，局所的にき裂進展駆動力である J 積分値が高くなり，その結果，き裂進展速度

が速くなると結論付けている． 

 第６章では，各章で得られた成果をまとめ，本論文全体の結論として銅合金条材部

品における疲労強度設計指針を提示し，今後の展望について述べている． 

以上要するに，本論文では銅合金条材における疲労強度特性を明らかにするととも

に，それをもとにした銅合金条材部品における疲労強度設計指針を提示しており，材

料力学および材料強度学分野において，工業上，工学上寄与するところが少なくない．

よって，本論文の著者は博士（工学）の学位を受ける資格があるものと認める． 

 

 

学識確認結果 

 

学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査会委員および総合デザイ

ン工学特別研究第２（マルチディシプリナリ・デザイン科学専修）科目担当者

で試問を行い，当該学術に関し広く深い学識を有することを確認した． 

また，語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した． 

 


